
熊本県女性薬剤師会研修会のご案内 
 

主催 熊本県女性薬剤師会 

共催  熊 本 大 学 薬 学 部 

後援 熊 本 県 薬 剤 師 会 

 

下記のとおり熊本県女性薬師会研修会を開催します。 

フェルメールの絵画に囲まれ優雅な研修会の時間を過ごされませんか？ 

どなたでも参加できますので、是非ご出席下さい。 

 

記 

日 時：令和 8年 9月 27日 日曜日 14:00～16:00 

場 所：熊本大学薬学部 産業イノベーションラボラトリー（薬草園奥） 

熊本市中央区大江本町 5番 1号 

情報提供：14:00～14:30 

「女性と漢方（仮）」 

株式会社ツムラ熊本営業所  山田 雄介氏 

                           

講  演：14:30～16:00 

「漢方薬の処方解析と東洋医療の本質について」 

熊本大学名誉教授 薬学部特任教授 甲斐広文先生 

 、 

 

 

 

 

 

 

研修単位：日本薬剤師研修センター集合研修 １単位予定 

※研修単位の必要な方はＱＲコードを必ずお持ち下さい。 

参 加 費：1000円 

連絡先 熊本県女性薬剤師会 髙田 

オレンジ薬局おあま店 TEL 0968-71-5171 / FAX 0968-71-5177 

 

＜参加申し込み方法＞ 

※熊本県女性薬剤師会ホームページ https://kumajyo.jimdofree.com/  

より申し込みして下さい。 

送信後、グーグルフォームからの自動送信メールが来ます。 

メールが来ない場合、迷惑メールに振り分けられている場合が 

ありますので確認してください 

※ネット環境がない方のみ、オレンジ薬局おあま店 TEL 0968-71-5171 までお電話ください。 

 

★ 熊大薬学部の入構管理が厳しくなっております。 

学内に駐車されるかたは、入構証を準備しておりますので、車のダッシュボードに掲示して

ください。 

なお、現在薬学部の敷地内で工事が行われておりますのでご注意ください。 

 

講師からの一言 

漢方薬の効果は、含まれる成分の働きで説明できる部分もありますが、それだけでは十分に理解

できない部分もあります。本講演では、以前に紹介した芍薬甘草湯の筋弛緩作用の例など、成分

の薬理作用と実際の体内濃度との間にある差を考えながら、漢方薬をどのように理解すべきかを

整理します。さらに、いくつかの処方解析と黄帝内経の数学的解析を手がかりに、東洋医療の考

え方を現代の視点からわかりやすく考えてみたいと思います。 

 

https://kumajyo.jimdofree.com/

